




















(研究の目的)

次世代を担う新しい生命を健やかに育てるために,妊娠の異常発見予知と対策を検討する

ことは,周産期医療を担う我々にとっての最重要課題である。

この課題を達成するための医療テクノロジーの進歩は近年目覚ましいものがある一方,産

科医療における快適性・人間性の追求,といった社会的要請の高まりという状況が急速に

生じてきている。その結果医療側に要求される責務は従来に比べ極めて多種多様な広がり

をもつに至った。そこで,施設内の限られた人的資源の中で効率よく理想的な医療を行う

ためには,これまでに医師および助産婦等が果たしてきたそれぞれの役割の分担について

今後見なおしていく必要があると考えられる。我々はこのような観点から,妊婦管理の場,

すなわち外来診療や,妊婦教育プログラムなどにおいては医師および助産婦等がそれぞれ,

あるいは共同でどのような取り組みを行うのがよりよい周産期医療の実現につながるのか

という問題を検討した。


